
新型コロナウイルス
感染症対策に関する
今後の基本的考え方

※５／１４日に予定される国の専門家会議等の
 結果を踏まえて決定
（特定警戒都道府県の指定が継続された場合）



　
　

　■　休業要請を一部解除
　　　（石狩振興局管内は除く）

　■　追加の支援金

　■　「新北海道スタイル」の構築

ポイント
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現 状

北海道における新型コロナウイルスに関連した患者等の発生状況（R2.5.12現在）
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陽
性
人
数

検査人数 9406名

陽性累計 979名

現在患者数 409名

死亡累計 68名

陰性確認済累計 502名

感染状況は一時より改善しているが、いまだ厳しい



現状（新規感染者数：累積）
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現状（新規感染者数）
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　新規感染者数
　（4/29～5/12）
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石狩振興局管内が
全道の９割以上を
占めている
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現状（リンクなし感染者発生数）
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リンクなし感染者発生数
（4/29～5/12）
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現状（現時点の入院患者数）
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 現時点の入院患者数
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うち重症者は
石狩振興局管内の
1９人のみ

※入院患者は居住地で計上しており、実際の入院地域と異なる 6



１．感染者の状況（イメージ）

基本的な考え方

新
規
感
染
者
数

時間

波のピークを低くする第１波

第２波

感染拡大の間隔を空ける道独自の緊急事態の宣言

緊急事態措置

ゆるやかに
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具体的行動

(３)早期発見と対策（そなえる）

(２)まん延の防止（おさえる）

(１)行動の変容（かえる）
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具体的行動

新
規
感
染
者
数

時間

波のピークを低くする第１波

第２波

新しい生活様式

感染拡大の間隔を空ける道独自の緊急事態の宣言

緊急事態措置

ゆるやかに

おさえる

かえる

そなえる 9



（１）行動の変容（かえる）

具体的行動

道民 × 事業者
地域
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(２)まん延の防止（おさえる）

［全道］

○ 外出自粛（継続）
 ・生活の維持に必要な場合を除き、
　 外出を自粛

○ 札幌との往来自粛（継続）
 ・札幌市と他地域との不要不急の
　 行き来を控える

具体的行動
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（２）まん延の防止（おさえる）

［石狩振興局管内］

　〇　施設の使用停止【継続】
　〇　イベントの開催停止等【継続】

［その他の振興局］
　　　〇　法令に基づく施設の使用停止【継続】
　　〇　イベントの開催停止等【継続】

　〇　法令に基づかない施設の使用停止等を解除

具体的行動
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（２）まん延の防止（おさえる）

　【休業要請等の見直しを判断する基準】

　　　管内において、以下のいずれも満たす振興局
　

　　　①　１日の新規患者数　　　　　１０人以下
　

　　　②　１日の濃厚接触者等以外での新規感染者数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３人以下
　　　　
　　　　　　　　　　（①②ともに直近１週間の平均値）
　　　　　　※医療提供体制の状況も考慮

具体的行動
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（２）まん延の防止（おさえる）

　
　　
　　　

　　

 ［再要請等の考え方（振興局単位）］
　　以下のいずれも満たす振興局

 　　① 新規感染者が連続して二桁の日が発生
 　　② ①の新規感染者の多数がリンク不明
 　　③ 直近１週間とその１週間前のデータを比較し、増加基調を確認

具体的行動

区分 石狩振興局管内 その他の地域

ﾅｲﾄｸﾗﾌﾞ､ｶﾗｵｹﾎﾞｯｸｽ､ﾈｯﾄｶﾌｪ､映画館､展示
場 等（法令に基づく施設） 

休業要請等対象 
変更なし

休業要請等対象 
変更なし

床面積計が1000㎡以下の各種商業施設、
大学、学習塾、博物館、美術館 等
（法令によらない協力依頼を行う施設）

解除

酒類を提供する上記に含まれない飲食店 解除
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　　　　［５月末までに目指す姿（全道）］

　〇１日の新規患者数　　　　　　　１０人以下

　○１日の濃厚接触者等以外での新規患者数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　３人以下
　　（※上記ともに直近１週間の平均値）
　
　○入院者数　　　　　　　まずは２５０名以下

　　（※その後、次の波に備え１５０名以下を目指す）
　

　

　　　

　

具体的行動
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　　　　［５月末までに目指す姿（全道）］

　　　

　

具体的行動
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１日の
新規患者数

１日の
濃厚接触者等以外での

新規患者数
入院者数

5/31に向けて
目指す姿 10人以下 3人以下 250名

以下

5/6～12 12.6人 3人 349名



(３)早期発見と対策（そなえる）

○ 感染拡大の｢大きな波｣
 

 を｢小さな波｣にする。

具体的行動

抗原・ＰＣＲ
検査等の拡大

「北海道
クラスター
チーム」の
機動的運用

感染拡大
の兆候を
早期発見

機動的に
感染拡大
を防止

適切な
医療提供
体制を
確保

重症・中等症向
け病床の確保・
宿泊療養施設の

確保
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具体的行動（「エールを北の医療へ！」）

医療資機材の確保
（例）

医療従事者等への支援
（例）地域医療を守るための

 寄附プロジェクト

北海道ふるさと寄附金
「エールを北の医療へ！」

R2.5.12時点

寄附金申出総額  約２億円
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② 売上が大幅に落ち込んでいる事業者

◎　 経営の持続化に向けた感染拡大予防のため
　「新しい生活様式」の実践・普及に取り組む
　　次の事業者を支援。

１０万円

※支援金は、上記のどちらかのみを受け取ることができます

※札幌市内分は市と共同で実施

５万円

① 休業要請にご協力いただける事業者

北海道の新たな支援金

※国の持続化給付金の対象事業者等を想定
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コロナと暮らしていく「新北海道スタイル」を創る

道民の
ライフスタイル

・３つの基本エチ 
  ケットetc

取組の可視化

道民と事業者
の連携モデル

新しい需要を取り込む

ビジネスチャンス拡大

安心して
利用

安心して
誘客

連携

工夫が工夫を呼ぶ

 事業者の
 ﾋﾞｼﾞﾈｽｽﾀｲﾙ

・ソーシャル
　ディスタンスetc

目指す姿

道民、道内事業者が連携し「新北海道スタイル」を構築

感染リスクの低減

チェンジ チェンジ
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足下の取り組み（道民運動として実施する取り組み）

今、やれることを着実に

国 ・業態ごとの感染予防策ガイドライン公表　　

各業界団体

道 市町村

「新しい生活様式」の実践

道　民

・ガイドライン周知
・「新しい生活様式」実践の呼びかけ

事業者・住民
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・補助上限額　50万円

・補助率 国2/3 + 道1/12
  ※事業者負担1/4

・補助上限額　100万円

・補助率  3/4

3密が
避けられない

業界の
対策に向けて

ネット通販や
デリバリーなど新
たな販売に挑戦

したい

地域ぐるみで
設備整備や
販売促進に
取り組みたい

・補助上限額　50万円・相談内容に応じ、必要な専
門家を無料で派遣

支援の
受け方が

わからない

・ホテル・旅館、エンターティメント、バス・タクシ
ー業界について、団体が取り組む取組を支
援

・飲食事業者等の感染予防対策解説や店舗
内掲示物素材などをWeb配信

○ 取組へのご支援は以下の通りです。

ぜひ今から取組をお願いします。

（取組事例） ○床面へのフットプリントの貼付やスペースをとった座席レイアウト
 　 　　　　　　　 など、お客様間の一定の距離の形成
 　　　　　　　 ○独自の取組内容を掲載したチラシやポスターの掲示

道民運動・「新しい生活様式」に向けて
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